
2
0
0
9

年
度
大
田
支
部

一
泊
幹
事
会
開
催

一割
問
調
m
w議
事
録
か
ら
報
告
報
告
者・事
務
局
高
橋
忍
さ
ん

与
一白
岡
F
U
酋
2

月
日
目
、
ロ
日
の
2

日
間
、
大
田
支
部

一泊
幹
事
会
が
、

三
園
田園
田
R

L
三
浦
半
島
に
あ
る
マ
ホ
ロ
パ
・
マ
イ
ン
ズ
三
浦
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た。

二
圃
・
・・
開
也
一
年の
支
部
運
営
の
方
向
性
を
決
め
る
大
事
な
幹
事
会
で
す
。

二
幅
．
，．
，
E
1

日
目

は
参
加
者
に
よ
る

「
自
社
の
経
営
課
題
と
取
組
み
」
を

～同
副

圃
・
圃
各
自
発
表後
、
同
友
会
に
望
む
こ
と
や
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
検
討
が

＝
同

値
圃
閉
凶
行
わ
れ
ま
し
た
。

2

日
目
は
、
専
門
部
会
と
同
好
会
の
定
義
の
策
定
と
、

f
伺
下
回F
圃
岡
田
、組
織
と
人
事
の
改
正
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
）一
久
保
井
さ
ん、

鈴
木
善
彦
さ
ん
、
佃
さ
ん、

田
中
さ
ん
、
荒
井
さ
ん
、
高
倉
さ
ん
、

島
村
さ
ん
、

鈴
木
裕
二
郎
さ
ん
、
河
津
さ
ん
、
鈴
木
弘
伸
さ
ん
、
湯
本
大
志
さ
ん

、

有
倉
さ
ん
、
高
田
さ
ん
、
内
田
さ
ん
、

野
口
さ
ん
、
比
留
間
さ
ん
、
虻
川
良
太
郎
さ
ん
、
馬
場
雅
敬
さ
ん
、
皆
川
さ
ん
、
松
浦
さ
ん
、
北
山
輝
充
さ
ん

を塾
の題
よ V

Z 岡
達友
雪会

~ l~ 
ナ否
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て ι－f と
か

主
な
意
見
は
・
・
・

・

ど
う
い
う

社
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
の
ア
ン

ケ
ー
ト

を
同
友
会
で
と
っ
た
こ
と
が
あ
る。
し

ば
ら
く
す
る
と
要
求
水
準
が
上
が
る。
最
初
は
、

「
無
断
欠
勤し
な
い
社
員
に
な
っ
て
欲
し
い
」

で
も
、
達
成
す
る
と
、

上
を
め
ざ
し
て
い
く
0

・

社
員
教
育
の
会
を
、
3

月
8

日
に
行
う
。

幹

部
社
員
を
一
人
連
れ
て
く
る
。

－

工
場
長
研
修
な
ど
は
ど
う
か
。

－
ニ
l

ズ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
課
題
を

み
ん
な
で
見
つ
け
る
ワl
ク
な
ど
が
大
切
で
は
・
・
・

。

議
題
v

重
点
策
に
基
づ
き

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
検
討

皆
さ
ん
の
意
見
を
総
合
し

、

重
点
策

”

つ
く
り
を

検
討
し
ま
し
た
。

主
な
意
見
は
・
・

－

「
今
だ
か
ら
こ
そ
」
と
か
「
変化
を
リ
ー

ド

す
る
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
い
い

－

よ
コ
」
そ
チ
ャ
ン
ス
」

－

落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
は
伝
え
つ
つ
も
、
前

向
き
な
も
の

・

ガ
ラ
ス
張
り
だ
け
で
は
な
く
、
一
体
感
が
大切

・

学
ぶ
だ
け
じ
ゃ
駄
目
。

実
践
が
大
切0

・

危
機
感
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
魅
力
も
欲
し
い

そ
し
て
、
決
定
し
た

2
0
1
0

年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
・
.. 

同
友
会
に

答
え
が
あ
る

全
祉
一
丸
・
支
部
一
丸

踏
み
出
す
勇
気
、
今
こ
そ
変
革

｛
運
営
委
員
会
｝

［例
会
委
員
会
］
委
員
長

一
有
倉
／
委
員
一
島
村
、
日

野
口
、
伊
藤
、

奥
野
、
虻
川

“

［広
報
委
員
会
〕
委
員
長
一
虻
川
／
委
員
一
馬
場、

日

鈴
木
（
エl
ル
）
、井
上
（
健
）
、

柳
沢
、
平
問
、
河
津
、
鈴
木
板
、

皆
川
、
瀬
戸
、

松
浦

［組
織
委
員
会
］
委
員
長
一
鈴

木
（
善
）
支
部
長
が
兼
任
と
し
、

幹
事
会、
ブ
ロ
ッ
ク
会
が
あ
た
る

［産
学
交
流
委
員
会
（
立
正
大
）〕

委
員
一
久
米
、
高
倉
、
河
津
、

湯
本
（
大
）
、
北
山
（充
）
、
高
専
一

内
田
、
天
野
、
高
瀬
、
田
中

、

井
上
（
忠）、
佃

［総
務
委
員
会
］
南
部
協
・

研
究

集
会
担
当
一
荒
井
、
佃
、
高
倉

／
渉
外
担
当
一
湯
本
良
、
北
山

（
輝
）

［会
計
］
奥
野

［監
査
］
菅
沼

議
題
v

専
門
部
会
と

同
好
会
の
定
義
（案
）

｛
専
門
部
会
｝

毎
月
l

回
の
活
動
と
幹
事
会
へ
の
報
告
／
例
会

の
担
当
／
支
部
よ
り
活
動
費
の
予
算
あ
り

｛
同
好
会
｝

開
催
は
任
意
（
や
り
た
い
人
が
や
り
た
い
時
に

や
る
）／
例
会
担
当
は
希
望
が
あ
れ
ば
持
て
る

／
予
算
な
し
／
幹
事
会
へ
の
活
動
報
告
義
務
あ

h
リ（

例
）
学
校
で
言
え
ば
、

ブ
ロ

ッ
ク
会
は
ク
ラ

ス
・
学
級
、
運
営
委
員
会
は
委
員
会
、
専
門
部

会
は
ク
ラ
ブ
活
動
・

過
疎
と
活
動
、
幹
事
会
は

生
徒
会
・

中
央
委
員
会

、

同
好
会
は
非
公
式
な

ク
ラ
ブ
活
動
。

議
題
v

組
織
と
人
事
（
敬
称
略
）

5 ‘ 月月
19 日
日

6 
月

7

月
引
日

7

月
引
日

9

月
日
日

間
月
却
日

什
月
げ
日

ロ
月

1

月
ゆ
日

2

月

3

月
時
日

4 
月

｛
専
門
部
会
｝

［幻
研
］
佐
々
木

［経
営
指
針
］
佐
藤

［け
い
し
よ
う
会

〕
北
山
（
充
）
勉強
会
と
親

睦
は
分
け
て
開
催
。

例
会
は
日
頃
の
成
果
を
出

す
場
と
考
え

、

例
会
担
当
を
受
け
持
つ。
日
頃

の
集
ま
り
に
は
、
会
外
も
参
加
で
き
る
。

自
然

な
形
で
入
会
を
勧
め
る
。

仲
間
に
な
る
こ
と
が

大
事
。

［温
故
知
新
］
山
口

｛
同
好
会
｝

［マ
ス
タ
ー
会
］
小
林
（
剛
）

［親
睦
〕
小
国

｛”

フ
ロ
ッ
ク
会
｝

［大
森
］
皆
川

［リ
バ
l

］
島
村

［ベ
イ
エ
リ
ア
］
青
木

予
算
の
使
い
方

支
部
全
体
の
も
の
に
は
、

と

思
、
っ。

予
算
を
つ
け
て
よ
い

こ
れ
か
ら
の

例
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

4『
例
会
と
テ
ー
マ／
来
年
度
分
担
（
案
）

例
会
／
リ
バ
l

サ
イ
ド

立
正
大
学
特
論
を

例
会
扱
い
／
産
学

例
会
／
ベ
イ
エ
リ
ア

ブ
ロ
ッ
ク
合
同
納
涼
会
／
合
同

（大
森
中
心
）

例
会
／
引
研

例
会
／
マ
ス
タ
ー
会

例
会
／
温
故
知
新

忘
年
会
／
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
実
行
委
員
会
形
式

新
年
会
／
指
針
の
会

一
泊
幹
事
会／
一
泊
幹
事
会

例
会
／
け
い
し
ょ
う
か
い

支
部
総
会

。vu.com~.o，α・
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マ
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

・

山
田
仲
頴
氏

側
大
田
区
産
業
振
興
協
会

専
務
理
事

｛
山
田
伸
額
氏
略
歴
｝
大
田
区
の
も
の
づ
く
り
企
業
の
再
生
に
蓮
進。

鉛
年
の
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
の
開
設
・
運
営
を
は
じ
め
、
海
外
の

各
種
展
示
会
へ
の
中
小
企
業
共
同
出
展
支
援、
東
京
工
業
大
学
と

地
元
企
業
の
産
学
連
携
な
ど
で
数
多
く
の
成
果
を
挙
げ
る
。

田空 g~ ~ 
昭事 1 さ z· -:r: 

蓮 t ~！ ~ 
保 ~ k-~ ~ 
氏芸品

回川U CJ 

締牝
役た

印
刷
か
ら
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ

業
態
変
革
さ
せ
た

側
さ
で
才
ン
イ
デ
ア
代
表
取
締
役

高
田
久
志
氏

切
削
工
具
の
再
研
磨
・
改
造
・
追
加
工
。

千
歳
で
も
展
開
中
の

大
志
技
研
側
代
表
取
締
役

斉
藤
勝
氏

............................................................... 

忘
年
会
は
、
「
け
い
し
ょ
う
か
い
」
の
若
手
…

会
員
の
熱
気
で
1

年
を
締
め
く
く
れ
ま
し
た
。

．

新
年
会
は
、
マ
ス
タ
ー
会
の
担
当
と
な
り
、

賀
詞
交
歓
会
H
お
酒
、

余
興
を
「
け
い
し
ょ
…

う
か
い
」
の
成
功
を
意
識
し
て
の
企
画
も
考
…

え
ま
し
た
が
、
景
気
の
先
が
見
え
ない
状
況

下
で
は
遊
び
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
、
少
し
で

も
自
ら
の
企
業
の
明
日
に
役
立
つ
例
会
を

、

日

と
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
会
員
で
元
気
印
の
…

3

社
長
に

、

自
ら
の
手
で
現
状
打
破
を
成
し

遂
げ
た
経
緯
を
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
日

形
式
で
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、
制
大
田
区
…

産
業
振
興
協
会
専
務
理
事
山
田
伸
顕
氏
を
…

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
l

に
、
更
に
掘
り
下
げ
て

の
討
論
を
行
い
ま
し
た。

φ

明
日
φ
を

ど
う
切
り
開
く
か

報
告
者
・

マ
ス
タ
ー
会
会
長

側
ガ
ク
ヨl

代
表
取
締
役

小
林
剛
太
郎

「
新
年
会
」
に

参
加
し
て
／

報
告
者
・

側
旭
屋
常
務
取
締
役

瀬
戸
秀
教

同
友
会
に
所
属
し
て
早
叩
年。
皆
さ
ん
の

ご
指
導
の
下
、
日
々
経
営
の
勉
強
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
新
年
会
で
は
、
ま
た仲
間
た
ち
に
会

う
こ
と
が
で
き
、
い
い
刺
激
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

と
い
う
の
も
、
実
は
、
久
し
ぶ
り
に

参
加
し
た
ロ
月
例
会
（
忘
年
会
）
で
「
け
い
し

ょ
う
か
い
」
の
側
キ
タ
ヤ
マ
の
北
山
輝
充
さ

ん
、
丸
良
興
業
の
虻
川
さ
ん
や
湯
建
工
務
店

の
湯
本
さ
ん
な
ど
の
若
手
経
営
者
の
皆
さ
ん

の
姿
に
感
動
し
た
か
ら
で
す
。
み
ん
な
、
責

任
感
や
情
熱
を
持
っ
て
、
自
ら
先
頭
に
立
ち

運
営
や
雑
用
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
を
気
遣
い

つ
つ
会
を
進
め
て
い
ま
し
た。

そ
し
て
新
年

会
で
、
そ
の
彼
ら
や
パ
ネ
ラ
！

と
し
て
登
壇

し
た
ユ
ニ
オ
ン
イ
デ
ア
の
高
田
さ
ん
な
ど
同

世
代
の
活
躍
を
改
め
て
目
の
当
た
り
に
し
、

自
分
も
も
っ
と
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！
と
強
く
思
っ

た
次
第
で
す
。

パネルテ＝イスカッションの後は、

お楽しみの忘年会となり、
大変盛り上がりました。

....................................................................... 

ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で
修
行
後
、
実
家
に
戻

っ
た
私
を
同
友
会
に
勧
誘
し
て
い
た
だ
い
た

の
は
八
百
八
町
の
石
井
社
長
で
し
た
。

熱
心

に
参
加
を
勧
め
て
く
れ
た
の
は
レ
ガl
ロ
の

高
倉
さ
ん
や
ル
ミ
ナ
ス
の
島
村
さ
ん
た
ち
同

世
代
の
経
営
者
の
仲
間
た
ち
、
そ
し
て
当
時

あ
っ
た
「
肴
の
会
」
で
し
た。
同
世
代
同
士
、

お
互
い
の
欠
点
を
忌
惜
な
く
言
い
合
い
な
が

ら
、

会
が
終
わ
る
と
忘
れ
た
よ
う
に
飲
み
明

か
す
。

で
も
、
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
心
の
奥

底
に
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
と
い
う
、
他
で

は
で
き
な
い
体
験
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。新

し
い
時
代
・
次
の
世
代
を
創っ
て
い
く

の
は
、
間
違
い
な
く
私
も
含
め
た
若
い
人
間

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
も
取
り
巻
く
環

境
が
い
い
と
は
吾
一守
え
ま
せ
ん
が、
先
輩
方
の

経
験
や
苦
労
か
ら
学
び
な
が
ら
、
新
し
い
手

法
を
生
み
出
し
実
践
し
て
い
く
。

こ
の
積
み

重
ね
が
会
社
の
業
績
や
社
員
の
幸
せ
に
つ
な

が
っ

て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す。
私
自

身
も
ま
だ
ま
だ
先
輩
方
の
教
え
を
請
い
、
後

輩
の
皆
さ
ん
か
ら
も
学
び
つ
つ
、
前
へ
と
進

ん
で
ゆ
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
を
頂
き
、

会
社
の
発
展
の
た
め
、
地
域
の
方
々
の
た
め

に
役
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す。



担
当
・

け
い
し
よ
う
か
い

朝
で
生
忘

s

余
興
・
お
土
産
盛
り
だ
く
さ
ん
。

損
は
さ
せ
ま
せ
ん
s

2
0
0
9

年
も
あ
と
わ
ず
か
と
い
う
η
月
9

日
、p
l
O
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホl
ル
に
て
、

「
2
0
0
9

年
度
大
忘
年
会
φ

朝
ま
で
生
忘
年
会
と
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た。

世
の
中
全
般
に
大
変
厳
し
い
状
況
だ
っ
た2
0
0
9

年
を
振
り
返
り
、

一
年
一
緒
に
支
部
活
動
に
取
り
組
ん
だ
仲
間
た
ち
が
集
い
語
り
合
い
ま
し
た

。

今
年
の
忘
年
会
は
、「
笑
顔
で
本
物
を
見
極
め
よ
う
H

」
と
題
し
、
ク
イ
ズ
形
式
に
て

ワ
イ
ン
や
海
苔
、
脚
立
や
軍
手
と
い
っ
た
様
々
な
食
材
や
道
具
な
ど
で
、

本
物
を
見
極
め
て
い
た
だ
く
余
興
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た

。

ま
た
、
今
回
特
別
に
中
小
企
業
家
劇
団「
チ
i

ム
K
l
T
A
Y
A
M
A
」
も
登
場
H

旗
上
げ
公
演
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た。

ま

..................................................... 

生

~ 

~ 

” 

初
め
て
の
例
会
作
り

報
告
者
・
附
湯
建
工
務
店
湯
本
大
士

去
年
の
ロ
月
の
例
会
（
忘
年
会
）
を
担
当
す
る

事
が
決
ま
っ
た
の
が4
月
か
5

月
。

そ
の
後
、

毎
月
の
様
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
っ
た
訳

、

だ

が
、
正
直
、
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。

ま
あ
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
と
料
理
く

ら
い
決
め
れ
ば
後
は
ど
う
に
か
な
る
と
思
っ
て

い
た
。

4

月
頃
は
、
何
と
か
な
る
！
と
変
な
自

信
を
持
っ
て
い
た
の
が、

「
け
い
し
ょ
う
か
い
」

の
メ
ン
バ
ー
で
毎
月
話
し

合
っ
て
い
る
中
で
、

ど
う
せ
や
る
な
ら
よ

い
意
味
で
期
待
を
裏
切
ろ

う
！
と
い
う
モ
チ
ベ
l

シ
ヨ
ン
が
高
ま
っ
て
き

た
。

と
い
う
の
も
、
変
に
同
友
会
に
染
ま
っ
て

い
な
い
（悪
い
意
味
で
は
な
い
で
す
）
メ
ン
バ
ー

が
多
い
中
、
あ
え
て
去
年
が
ど
う
だ
つ
た
か・

過
去
に
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
な
ど
気
に
す
る

よ
り
も
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
何
を
し
た
い
か............................................................... 

を
形
に
し
よ
う
！
手
作
り
の
忘
年
会
を
作
ろ

う
！
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

例
会
チ
ラ
シ
1

つ
作
る
に
し
て
も
、
あ
あ
で

も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
表
題
だ
け
で
2

・

3

時
間
話
し

合
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る。
意
見
や

考
え
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

し

か
し
、

最
終
的
に
は
理
解
し

合
う
。

多
数
決
で
は
決
ま

ら
な
い
。

こ
の
辺
り
が

、

同
友
会
の
真
髄
な
の

か
な
と
思
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
る
う
ち
に
、
み
ん
な
の
方
向
性
や
考
え
が
1

つ
の
方
向
性
に
ま

と
ま
り
、
い
ざ
本
番を
迎
え

た
わ
け
だ
が
：
・
。

そ
れ
ま
で
打
ち
合
わ
せ
て
い

た
役
割
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュー
ル
も
、
当
然
全

......................................................................................... 

て
が
上
手
く
い
く
わ
け
は
な
く
、
裏
方
で
は
バ

ッ
タ
パ
タ
の
忙
し
さ
・
：

（こ
ん
な
は
ず
で
は
な

か
っ
た
）。

し
か
し
、
そ
ん
な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

も

何
事
も

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
会
場
内
で
は
無
事
進
行

し
て
い
く
。

個
々
の
ス
キ
ル
の
高
さ
を
感
じ
た

一瞬
、
だ
っ
た。

何
と
か
無
事
に
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

次

は
幻
時
ま
で
に
撤
収
し
な
く
て
は
な
ら
な
い：
。

時
計
を
見
た
ら
も
う
幻
時
初
分
を
回
っ
て
い
る
。

け
い
し
ょ
う
か
い
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
後
片
付

け
を
し
た
。

正
直
、
こ
れ
が
一
番
大
変
だ
っ
た。

（
次回
や
る
と
き
は
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
も
う
少
し
余
裕
を
持
と
う
と
思
う
）

後
日
、
忘
年
会
に
参
加
し
て
い
た
方
に
「
楽

し
か
っ
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
た。
こ

れ
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

と
同
時
に
、
次
に

担
当
す
る
と

き
に
は
ど
ん
な
例
会
つ
く
り
を
し

よ
う
か
と
、
す
で
に
考
え
て
い
た
り
す
る。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
忘
年
会
に
際

し
、
け
い
し

ょ
う
か
い
メ
ン
バ

ー

を
初
め
協

賛
・
協
力
頂
い
た
会
員
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借

り
ま
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。
あ
り
が
と

、
つ
ご
ざ
い
まし
た
。

やっぱり宴会は楽しし、 ！ ！

利き酒クイズに

真剣な表情の佃さん

10YU.COl11 ~.o，α・
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担
当
・

温
故
知
新
の
会

平
成
n
年
叩
月

羽
田
第
四
滑
走
路
始
動
？

変
化
に
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
そ
う

講
師
・

河
原
畑
徹
氏

国
土
交
通
省
航
空
局

空
港
部
首
都
圏
内
エ
港
課

東
京
国
際
空
港

再
拡
張
事
業
推
進
室
長

都圏バ、
市土 ＇.~
鉄交 I隣
道通 _ft
課省 号主

課鉄 f面
長道 1y
補局比
佐

刊
月
叩
目
、
p
l
O
に
て
、

温
故
知
新
の
会
担
当
の

n
月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た。

羽
田
空
港
の
国
際
化
に
伴
い
地
元
周
辺

地
域
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
行
く
の
か。

先
の
前
原
新
国
土
変
通
大
臣
の

発
言
で
物
議
を
醸
し
た

「
羽
田
空
港
を
ハ
ブ
化
」
へ
の
検
討
は
、

時
代
の
－
丁、

ズ
と
も
言
う
べ
き
問
題
で
す
。

我
が
日
本
の
国
際
競
争
戦
略
の
一
環
と
し
て
、

羽
田
が
．
と
う
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を

把
握
し
、
国
際
化
に
よ
る
変
動
で
、

羽
田
の
あ
る
「
大
田
」
の
未
来
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
、

議
論
を
深
め
ま
し
た
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
だ
っ
た

「
羽
田
空
港
ハ
ブ
化
」

報
告
者
・
運
命
分
析
学
0

学
フ
工
イ
ト
ア
ナ
リ
ス
ト
岩
波
令
明

........................................................................................................... 

私
が
大
田
支
部
の
例
会
で
初
め
て
参J加
“

し
た
の
は
、
昨
年
の
暮
れ
の
「
羽
田
空
港
日

ハ
ブ
化
」
例
会
で
し
た
o

日
頃
は
w
e
b

…

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
た
め
、
ど
こ
の
…

支
部
に
入
ろ
う
か
と
迷
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
の
例
会
に
出
て
「
や
は
り
地
元
に
・

し
よ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。
．

前
半
は
、
国
土
交
通
省
の
方
か
ら
「
ハ
日

ブ
化
す
る
と
、
い
か
に
貨
物
等
の
輸
送
効

率
が
上
が
る
か
」
「海
外
か
ら
の
渡
航
客
増
・

加
で
い
か
に
経
済
波
及
効
果
が
あ
る
か
」
…

な
ど
に
つ
い
て
、
細
か
く
膨
大
な
資
料
に
日

基
づ
い
た
長
い
長
い
単
調
な
説
明
が
あ
り
、

集
中
力
を
維
持
す
る
の
が
大
変
で
し
た
が
、
－

と
り
あ
え
ず
「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
空

…

港
が
大
田
区
に
あ
る
ん
だ
」
と
嬉
し
く
な
．

り
ま
し
た
。

が
、
官
僚
の
方
々
が
退
席
さ

れ
た
後
の
、
会
員
サ
イ
ド
か
ら
の
実
態
報
日

告
（
暴
露
話
？
）
に
ピ
ッ
クリ仰
天
！
な
ん
…

と
今
の
ま
ま
で
は
、
経
済
効
果
の
ほ
と
ん
日

ど
は
千
葉
や
神
奈
川
に
流
れ
て
し
ま
う
公

算
が
大
だ
と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日

も
1

う
本
当
に
驚
き
ま
し
た
が
、
後
半

日

は
「
大
田
区
の
産
業
発
展
の
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
？
」
「
世
界
に
誇
る
医
療

技
術
な
ど
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
財
産
を
打
…

ち
出
し
て
は
？
」
な
ど、
正

に
業
種
の
違
…

い
を
超
え
て
、
熱
く
リ
ア
ル
な
デ
イ
ス
カ

ツ
シ
ヨ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
”

の
経
営
上
の
悩
み
は
、
仕
事
柄
ど
う
し
て
…

も
思
考
が
内
へ
内
へ
と
集
中
し
、
世
界
が
い

狭
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

つ
く
づ
く
「
異
業
種
の
方
の
考
え
が
聞
け
い

る
っ
て
、
い
い
な
」
「
地
元
の
仲
間
が
い
る

っ
て
、
い
い
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
会
外
参
加
の
若
き
女
性
新
聞
記
者

が
、
「
地
域
産
業
に
と
っ
て
こ
ん
な
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
は
滅
多
に
な
い
の
だ
か
ら、

大

田
区
は
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
て
世

界
に
発
信
す
べ
き
で
は
？
」
と
熱
い
提
言

を
し
、
「
な
る
ほ
ど
、
外
部
の
人
か
ら
見
る

と
羽
田
空
港
の
ハ
ブ
化
は
、
と
て
つ
も
な

く
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
な
ん
だ
」

と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
な
ど
、
と
て
も

得
る
も
の
が
多
い
会
で
し
た
。

今
後
も
視

野
を
広
く
持
っ
て
色
々
な
例
会
に
参
加
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

＊お知らせ女
7月27日の経営指針の会で、岩波さんが

講師を務められます。
ぜひ、皆さん、ご参加ください。

女岩波さん情報責
オフィシャルサイト

「岩波令明の0学SQUARE」
http://www.zerogaku-uranai.com/index.html 

ヤフーブログ
「占いと経営の融合～ビ．ジ‘ネス分析」

http://blogs.yahoo.eo.jp/zerogaktιsquare/ 
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担
当
・

大
森

H

フ
ロ
ッ
ク

相
続
税
額
ω
%
猶
予
出
来
る

制
度
は
、
生
前
に

行
政
手
続
を
と
ら
な
い
と

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

講
師
・

吉
尾
一
朗
氏
霊え
葉 2
務よ乙
開 4
拓丞
警務
塁 it
誓善
貝＋

奏事
未務
納巧
室東
四ー

徴暴
収，ー
警故
国量
ゐよ甲

委喜
員五
長日
支
部

事
業
承
継
は
全
て
の
企
業
で
必
ず
起
こ
る
こ
と
。
適
正
な
承
継
準
備
を
怠
り
、

廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケl
ス
が
年
々
増
加
。
廃
業
ま
で
歪
ら
な
く
て
も
様
々
な
問
題
、

資
金
面
な
ど
、
実
際
の
事
業
以
外
に
多
く
の
時
間
や
資
金
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
叩
月
例
会
は
、
経
営
時
に
は
気
付
き
に
く
い
承
継
時
の
株
や
不
動
産
な
ど
の

問
題
を
提
示
し
、
会
社
株
式
承
継
法
、
事
業
承
継
関
連
税
制
に
つ
い
て
、

行
政
書
士
の
吉
尾
一
朗
氏
に
ご
講
義
頂
き
ま
し
た
。

事
業
継
承
に
お
い
て
、
経
営
者
の
子
、
親
族
が
後
継
者
と
な
る
場
合
を
主
軸
と
し
、

『
経
営
承
継
円
滑
化
法
違
分
か
り
ゃ
す
く
想
定
例
も
受
え
な
が
ら
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

............................................. 

「
事
業
承
継
」
叩
月
例
会
に
参
加
し
て

「
徒
然
」
に
思
う
こ
と

報
告
者
・
側
久
保
井
海
苔
店

羽
田
か
ら
沖
縄
へ
行
く
航
空
機
の
燃
料
は
、
日
. 

離
陸
か
ら
巡
航
高
度
に
達
す
る
静
岡
上
空
迄
の

日

短
い
時
間
に
お
お
よ
そ
半
分
程
度
を
消
費
す
る

い

と
聞
い
た
。

閉
じ
様
に
会
社
の
起
業
時
に
は
大
日

変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
要
る。
巡
航
軌
道
に
乗
る

υ

迄
に
は
、
語
り
尽
く
せ
ぬ
苦
労
と
人
知
れ
ず
の
日

努
力

、

か
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
日

そ
れ
故

、

離
陸
を
担
当
し
た
機
長
は
、
巡
航
…

高
度
の
飛
行
を
担
当
し
て
い
る
副
操
縦
士
は
ど

い

う
し
て
も
ヒ
ヨ
コ
に
見
え
る
。

免
許
制
度
や
操

日

縦
交
代
に
関
す
る
法
律
な
ど
が
無
い
と
し
た
ら
、υ

機
長
は
い
つ
、
ど
ん
な
場
面
で
傍
ら
に
い
る
ヒ
日

ヨ
コ
副
操
縦
士
に
離
着
陸
等
の
難
し
い
操
縦
を
・

任
せ
る
の
だ
ろ
う
か
つ
日

亡
く
な
っ
て
初
め
て
機
長
が
交
代
し
た
場
合
、日

そ
れ
ま
で
副
操
縦
士
が
ど
れ
ほ
ど
陰
で
操
縦
の

い

練
習
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
新
米
機
長
の
最
日

初
の
フ
ラ
イ
ト
に
搭
乗
す
る
お
客
の
心
理
は
ど

日

ん
な
物
だ
ろ
う
か
？
お
ま
け
に
、
今
迄
乗っ
て

い

い
た
航
空
機
材
は
前
機
長
の
保
有
だ
っ
た
が
、
－

前
機
長
の
死
亡
後
は
真
ん
中
の
席
か
ら
前
方
が
日

前
副
操
縦
士
つ
ま
り
新
機
長
の
持
ち
物
で
、
後

日

ろ
の
席
は
他
人
の
持
ち
物
ら
し
く
機
内
サ
｜
ビ
日

ス
は
も
ち
ろ
ん
、
万
一
の
場
合
の
補
償
な
ど
が

日

違
っ
て
い
る
ら
し
い

。
い

こ
の
新
米
機
長
の
操
縦
す
る
飛
行
機
に
乗つ
い

て
旅
す
る
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
が
要
る

だ
ろ
う
。

一
つ
間
違
え
ば
、
自
身
の
命
の
保
証

は
無
い
の
だ
か
ら
。

生
前
の
前
機
長
に
世
話
に

な
っ
た
人
が
義
理
で
乗
る
と
し
て
も
、
恐
る
恐

る
の
及
び
腰
搭
乗
に
な
る
事
は
否
め
な
い
。

世

間
の
評
判
が
安
定
す
る
迄
は
他
の
航
空
機
会
社

の
便
を
利
用
す
る
人
が
出
た
と
し
て
も
、
文
句

は
号
一
回
え
な
い
状
況
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
つ

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
秘
め
て
い
る
副
操
縦
士

は
、
今
後
の
事
を
機
長
に
相
談
し
た
い
が
何
だ

か
退
任
を
迫
る
様
で
言
い
出
し
に
く
い。
思
い

切
っ
て
切
り
出
し
て
み
た
ら
、
「
そ
ん
な
心
配
を

す
る
暇
が
有
っ
た
ら
、
も
っ
と
操
縦
を
学
ん
だ

り
、
お
客
を
集
め
る
営
業
努
力
や
フ
ラ
イ
ト
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
の
管
理
を
き
ち
っ
と
や
れ
！
」
と

怒
鳴
ら
れ
て
し
ま
う
。

恐
ら
く
こ
れ
が
標
準
的

な
ス
ト
ー
リ
ー
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

私
が
事
業
承
継
を
テ
ー
マ
と
し
た
例
会
に
参................................................................................................................. 

加
し
た
感
想
は
以
上
の
様
な
物
で
す
。

お
読
み
日

頂
く
皆
様
に
は、

と
ん
だ
釈
迦
に
説
法
に
なっ

て
し
ま
い
ま
す
が
、

源
頼
朝
の
政
権
は
三
代
実
…

朝
の
代
で
消
滅
し
、
徳
川
家
康
の
政
権
は
三
代

家
光
の
代
で
盤
石
と
な
り
ま
す
。

歴
史
に
は
疎

日

い
の
で
比
鳴
が
間
違
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、

三
井
本
家
の
や
り
方
と
紀
伊
国
屋
文
左

目

衛
門
の
や
り
方
も
遣
い
が
鮮
明
で
す
。
日

国
会
議
員
で
も
会
社
の
社
長
で
も
自
分
の
築
日

い
て
来
た
物
を、
き
ち
ん
と
承
継
し
て
も
ら
い
、
日

更
に
拡
大
し
て
欲
し
い
気
持
ち
に
変
わ
り
は
無
い

い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、

頼
朝
や
紀
文
の
場

合
と
同
じ
様
に
は
な
り
た
く
な
い
が
、
格
段
の

日

策
が
有
る
訳
で
も
無
く
、

そ
の
内
ち
ゃ
ん
と
す

る
か
ら
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
揮
発
性
多
糖

…

類
を
飲
み
な
が
ら
今
日
も
ま
た
日
付
変
更
線
を
日

越
え
て
い
る
。

月
日
の
経
つ
の
は
本
当
に
早
い

日

が
、
ま
だ
ま
だ
カ
ク
シ
ャ
ク

、

若
い
モ
ン
に
は
日

引
け
を
取
ら
な
い
と
自
ら
慰
め
る
。

も
ち
ろ
ん

、
日

こ
れ
は
私
だ
け
の
話
。

こ
ん
な
折
、
ご
存
じ
様
に
昨
年
、
経
営
承
継
…

円
滑
化
法
な
る
法
律
が
出
来
た。
そ
れ
迄
は
承

日

継
に
伴
う
相
続
等
の
費
用
を
抑
え
る
目
的
で
銀
…

行
が
色
々
な
策
を
携
え
て
社
長
達
を
訪
問
し
て
日

い
た
が
、
こ
の
法
律
が
出
来
て
パ
ッ
タ
リ
と
そ

日

の
営
業
を
止
め
た
そ
う
だ
。

要
す
る
に
出
来
る

日

だ
け
費
用
を
掛
け
ず
に
、
航
空
機
材
も
株
式
も
…

新
機
長
ヘ
受
け
継
ぐ
事
が
出
来
る
様
に
、
法
的日

に
国
が
支
援
を
し
よ
う
と
い
う
物
ら
し
い。
…

こ
の
法
律
は
、

・
特
例
合
意
に
よっ
て
、
相
続
に
於
け
る
遺
留

…

分
減
殺
請
求
権
の
行
使

－
株
式
、
事
業
資
産
の
取
得
、
そ
の
他
の
事
業
…

承
継
前
後
の
資
金
需
要
を
賄
う
金
融
支
援
策

日

・
株
式
等
の
相
続
・
贈
与
に
か
か
る
税
負
担
の．

か
な
り
の
部
分
を
、
条
件
が
満
た
せ
ば
ず
っ
と

日

納
税
猶
予
す
る
仕
組
み
（支
払
わ
ず
に
済
む
）
．

・
・
で
構
成
さ
れ
て
い
る
ら
し
い。
日

願
っ
た
り
の
法
律
の
登
場
で
は
有
る
が
、
こ
日

の
法
律
の
適
用
を
受
け
る
に
は
壁
が
あ
る。
そ

日

れ
は
時
間
だ
。

一
部
を
除
い
て
準
備
に
そ
れ
な
い

り
の
時
聞
が
、
必
要
と
の
事
。

異
な
っ
た
解
釈
だ

り

が
正
に
「
時
は
金
な
り
」

で
、
戦
略
的
計
画
作

“

成
が
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
立
ち
は
だ
か
る。
日

事
に
及
ん
で
か
ら
で
は
せ

っ
か
く
の
国
の
支
援

日

久
保
井
宏

が
受
け
ら
れ
な
い
事
に
な
る
。

相
手
は
お
役
所

（経
産
省
）で
、
「
確
認
申
請
」

や
ら

「
認
定
作
業
」

な
ど
に
時
間
が
掛
か
る
だ

け
で
な
く
、
事
業
承
継
計
画
書
を
作
る
に
も
簡

単
に
は
行
か
な
い
事
だ
っ

て
考
え
ら
れ
る
。

そ

れ
は
後
継
者
の
選
定
の
み
な
ら
ず
、
関
係
者
へ

の
説
明
や
理
解
納
得
を
得
る
事
だ
け
で
も
相
当

に
頭
の
痛
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
か
も
知
れ
な

い
か
ら
だ
。

又
、
民
法
、
会
社
法

、

信
託
法
等
な
ど

、

関

わ
り
の
有
る
法
律
と
の
相
関
も
有
っ
て
、
「
と
に

か
く
時
聞
が
有
れ
ば
あ
る
程
有
利
に
事
が
進

む
」
と
話
す
の
は
、

今
回
の
講
師
「
吉
尾
一
朗
L

氏
。

私
は
行
政
書
士
と
の
お
付
き
合
い
が
全
く

無
い
の
で

、

ミ
ク
ロ
の
判
断
し
か
出
来
な
い
が
、

「
株
式
や
事
業
資
産
の
承
継
は
も
ち
ろ
ん
大
切

だ
が
、
社
会
や
従
業
員
と
の
領
域
で
会
社
が
何

を
求
め
続
け
る
の
か
と
い
う
理
念
そ
の
物
や、

技
術
の
承
継
が
最
重
要」
と
の
講
義
に
は
好
感

が
持
て
た
。

「
承
継
者
、
被
承
継
者
共
に
真
剣で
有
れ
ば
あ

る
ほ
ど
真
っ
向

、

カ
チ
ン
と
ぶ
つ
か
る
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど

」
と
も
。
「
そ
の
聞
に
立
っ

て
調
整
役

を
果
た
す
機
能
も
行
政
書
士
の
役
割
の
一
部
」

と
言
い
切
る
姿
勢
が、

当
り
前
か
も
知
れ
な
い

が
妙
に
新
鮮
に
思
え
た
次
第
で
す
。

講
義
を
拝
聴
し
た
翌
々
日
の
雨
の
日
曜
早
朝、

新
聞
を
見
た
ら
次
の
言
葉
が
自
に
飛
び
込
ん
で

来
た
。

「
継
ぐ
と
は
、
創
る
と
同
じ
く
ら
い
重
い
仕
事

で
あ
る
」
（
引
用
・
山
月
お
日
朝
日
新
聞
天
声
人

五
回
）

記
者
が
伝
え
た
か
っ
た
内
容
と
は
違
う
意
味

か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
考
え
さ
せ
ら
れ
た。

静
岡
上
空
か
ら
沖
縄
上
空
ま
で
し
か
操
縦
樗

を
握
っ
て
い
な
い
現
副
操
縦
士
が

、

社
会
的
に

も
社
内
的
に
も
愛
さ
れ
る
機
長
へ
と
成
長
す
る

為
に
、

今
の
機
長
は
何
を
す
べ
き
か
っ

手
取
り
足
取
り
な
ん
で
い
う
甘
や
か
し
は
ト

ン
デ
モ
ナ
イ
。

し
か
し
、

家
康
の
気
持
は
ど
ん

な
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
の
は
私
の
勝
手

だ
。

バ
ッ
グ
に
入
れ
た
筈
の
物
が
見
当
た
ら
な

い
。

挨
拶
さ
れ
た
人
の
名
前
が
す
ぐ
に
出
て
来

な
い
。

私
に
は
そ
ろ
そ
ろ
事
業
承
継
行
動
始
動

の
チ
ャ
ン
ス
か
も
と
感
じ
た
。

。1yu.c。111~.o，α・
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約半年間で入会された大田支部の新しい会員の方々です。
先輩会員のみなさん、例会やフロック会へぜひ、お誘いください！

業種 専門サービス業（！1也に分類されないもの）

............................................................................ 
繋糧 自動車・自転車小売業、自動車部品

会社代表取続役

干244-0844

神余川県織浜市祭区出沓町039-5

TEL: 045-852-1220 

FAX : 045・852-1 528

S味 オートバイ

橿車曹 司医務局

会社 7エイトアナリスト
干103-0000

東京都中央臨本省町21 1 

7スパ日本編オフィス

TEL: 03-5755-3781 

FAX: 03-5755-3781 

HP: h11p://www.zerogaku-ura刷。com

E-mail zerogaku@nifly.com 

趣味 運命研究、ファyション、 ダルメ、料理

植量者 高田久志
Qll•J リカ 0学才フィスステラ

岩波令 明青 柳哲也
45044 2009.12.15 （入会） 45009 2009.11.25 （入会）

業種 精密俊織器具製造業、
!t量器、分析畿器

会社代表取締役

干144-0045

東京都大田区南六郷ト6-3

TEL: 03-3734-7225 

FAX: 03-3734・0208

HP: h11p://www17.ocn.ne.jpr1・el

E-mail: tashoro-el@moracle ocn.同.jp

側タシロイーエル 揮草書小林久

団代 信 雄
44960 2009.9.28 （入会）

................................... .............. ........................... 
撲穏 臓別工事襲、大工、鉄骨、 空イJレ、左官
会社専務取締役

干143-00 1 5

東京都大田区大森西1-15-13

アパピル1号館

TEL: 03-3766-6233 

FAX: 03-3766-6278 

幽「句
、
J
V

業種遊興飲食店、料亭、 パ一、 酒樋
会社代表取締役

干1 44 0051 

東京都大田区西蒲田7-64・14-2F （叶之家）
TEL: 03-6424-9738 

FAX: 03-6424-9758 

E-mail : t.yama『no1o@teppen.inlo

趣味食べ歩害

橿E膏丸山拓児

HP: http://www.avagroup.r噌t/

E－阿国ii . shin@avagr凪Jp.net

a量暁 筆御活動、 車のカスタム

措置E 測真巨
量））アパ

会入
大
引

友

M

ω

本

抑

制
山
日
目

来
泊
量
刑

決lj 真 一 郎
44991 2009.11.6 （入金｝

集港 一般様械器具製造襲、金型、
ベアリンゲ

会社代袋取締役
干144・0052

東京都大田区蒲田4・22・8
TEL: 03・5703・1441

FAX: 03-5703-1444 

HP: http://www.11kk.co.jp 

E-mail : 1ori@Ukk.co.jp 

鍾味写真
雄轟書 大橋正義

テッヲ大洋工軍側

鳥潟 浩司
45061 2010.2.4 （入会｝

: お知らせ

平成22年度東京中小企業家同友会大田支部総会

記念講演「働く幸せ」
日本の企業のもう一つの活路

犬山泰弘氏・日本理化学工業閥会長

3 面 2月一泊幹事会報告

日本理化学工業側とは、圏内シヱア30%

を持つダストレスチョークメーカーで、従

業員73名中53名の知的障がい者を雇用し

ています。 知的障がい者の理解力に合わせ

た工程の配置や班長制度など、工夫を重ね

てきました。 大山会長は 「一石三鳥の社会

貢献になっているJ と語ります。 「日本でい

ちばん大切にしたい企業」 （あさ出版）で筆

頭に上げられている企業から、企業経営の

あり方を学びます。

2 面 1 月例会報告

3 面 12月大忘年会報告

4 面 11月例会報告

S 面 10月例会報告

6 面 新入会員紹介／お知らせ

虻川良太郎＠クレーン作業なら丸良興業

河湾文三＠イエ～！！ホワイトホームズ

井上健太郎＠アルミのことなら井上製作所

皆川紘一＠油圧機械部品ならミナガワ

柳沢咽子＠企業広報サポートのパース

瀬戸秀教＠売るほどあるよ ！ 酒の旭屋

［大山泰弘氏略歴］

昭和ア年11 月 15日生まれ

大田区在住

昭和31年日本理化学工業入社

昭和49年社長に就任
平成20年会長に就任

［主な表彰1
昭和56年国際障害者年

内閣総理大臣表彰

平成21年 渋沢栄一貨

など多数表彰

日時・4月17日出記念簡演：14時00分～／支部総会：15時20分～／懇親会：17時45分～

場所・大田区産業プラザPIO 4F コンベンションホール

参加費・記念企画・支部総会は無料恕親会3,000円

l 一一一一｜Vol.6eN。.82・平成22年4月四臼 | 

お申し込み・問い合せ~
事務局高橋

TEL: 5953-5671/FAX: 5953・5672

女編集委員、歓迎募集！


